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はじめに

^潜在性(

食物に対する反応には, a11ergy (アレルギー),

Sensitivity (過敏症), intolerance (不而寸症)がある0

aⅡergy は GeⅡ and coombS 1型恨n時型)の反応で,
intolerance は乳糖不耐症に代表されるように.免疫学

的な機序とは関係のない反応である。本稿で述ベる潜在

性(遅発型)食物アレルギーは foodsensitiviw (過敏症)

で,原因食物摂取後数時間から72時間までに起こる遅発

性の反応である。免疫複合体が関与するという点では,

GeⅡand coombS Ⅲ型に相当する0

即時型食物アレルギーと
潜在性(遅発型)食物アレルギー

食物に対するアレルギーといえぱ.通常は即時型(1

型)アレルギーが一般的であるこのタイプのアレルギー

反応は,食物摂取後短時問のうちに,皮膚のかゆみ,じ

んましん,むくみ,発熱,腹痛,突発性の下痢など,比

較的激しいアレルギー特有の症状が現れる。ひどい場合

は,喉頭浮腫を起こして呼吸困難になることもある。こ

の反応はlgE抗体の介在による。原因としては卵,そぱ,

小麦,甲殻類,ピーナッツなどに多い小児に多く,乳

児では約10%に認、められるが,成長とともに頻度は低下

する

一方,潜在性(遅発型)食物アレルギーは原因となる

食物摂取数時間後から,時には数日後に症状が出現する

この反応はlgG抗体の介在によるもので,症状は激し

くないが多彩(表1),出現までに時間がかかる,好物

や習慣的に摂取する食材が原因となることが多い,小児

だけでなく成人にもよくみられる,などの特徴があり,

食物アレルギー
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表1.潜在性食物アレルギーの症状

消化器症状消化不良.便秘,下痢.腹痛、吐き気,過敏性腸症
候群,腹満感など

精神神経症状不安杣経症,頭痛.情緒不安定.うっ.頭が重い
渠中力不足など

湿疹.にきぴ,(アトビー性)皮膚炎,ふけ,じん皮廟症状

ましん.肌荒れ,多汗など

鼻水.鼻づまり,慢性副鼻腔炎,ぜんそくなど呼吸器系
頻尿,尿意切迫.夜尿症(小児).月経前症候群泌尿生殖器系
おりものなど

筋肉痛.関節痛.関節炎,関節りウマチなど筋骨格系
不整脈.慢性疲労,倦怠感.口内炎.むくみ,体重その他

増加など

E、mail: sawanobori@kenko.org

潜在食物アレルギー検査と結果の解釈

潜在性食物アレルギー検査は,今のところ日本国内で

調ベることができないため,米国に血液検体を送って調

べる。 2~3mLの血液で,約100種類の食物に対する

IgG抗体価を一度に調ベることができる(図 1)0 この
場合のlgG レベルは,1gGI~1gG4のサブクラスすべて

を分析し,総lgG抗体価として表されている結果は,

IgG抗体価により7段階に分けられ,低反応(レベル0
~Ⅱ),中等度反応(レベルⅢ),強反応(Ⅳ~Ⅵ)に分

類するこの分類によりその後の対策が変わる(図2)0

習慣的に摂取する食物に出やすい
潜在食物アレルギー

健康によい食材だからといって,毎日のように同じも

のぱかり食ベてぃると,かえって健康に対してマイナス

に働くことがある。図3に示した2例の潜在性食物アレ
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図1.潜在性食物アレルギー結果

63歳男性強い反応を示す食物はない
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図2.潜在性食物アレルギー検査結果の解釈と対策
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V

ルギー検査の結果をみると,いずれも苦瓜に対するlgG

抗体レベルのみが高くみられる。図3Aの52歳女性は,

健康のために毎朝ゴーヤ(苦瓜)ジュースを飲む習慣が

Ⅵ

弱反応

中等度反応

強反応

チリバウダーは中等度反応

畢
4 days rotation
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あり,図3 Bの73歳女性は,りタイアした

夫の趣味である家庭菜園で作られた苦瓜を

毎日食ベていた理由は異なるが,2人の

共通点は毎日苦瓜を摂取していたことであ

る我々のクリニックで調ベた384例にお

ける潜在性食物アレルギー検査結果では,

日常的によく摂取することの多い卵,乳製

品に対して高頻度に強い反応がみられた

(図4)。

卵黄,卵白,バニラは強反応

↓
完全に避ける

即時型食物アレルギーでは除去食が基本

だが,潜在性食物アレルギーでも原因食物

は避ける必要があるただし,反応の強さ

により以下のように対処する

@免疫反応を鎮静化するために,原因となる食物を完全

に避ける(除去食)。

潜在性フードアレルギーが

陽性となったら
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図3.習慣的に摂取する食物に出やすい潜在性食物アレルギー
A :52歳女性, B :72歳女性

Ⅲ

アンチエイジング医学一日本抗加齢医学会雑誌

Ⅳ V Ⅵ

を口ーテーションする

中等度の反応が出た場合,摂取

の頻度が高いと食物ヘのアレル

ギー反応が悪化することがあるた

め,同じ食物を頻繁に続けて摂取

することを防ぐ具体的には,

一度食ベたら,その後は同じ食

物を 3日は食ベないぜOurdays

rotation)

実際に,1gG抗体価の高い食物

を避ける食生活を送ることで,腸

疾患,肥満,偏頭痛など多くの病

態で症状の改善が報告されてい

る
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Atkinson らは,150人の過敏性

腸症候群患者を対象に,反応の強

かった(1gGの高い)食材を避け

る(除去食)群と避けない(非除

去食)群に振り分けて比較検討し

たところ,3力月後,除去食群で

は自覚症状が有意に改善してい

た'クローン病でもlgG抗体に

基づいた食事療法の介入により,

排便回数や腹痛の自覚症状の改善

が報告されてぃる2

LewiS らによる18歳以上の朋満

者120人を対象とした研究では,

反応の強い(1gGの高い)食材を

90日間避けた(除去食)群は,

有意に体重減少,収縮期血圧低

下, QOL改善が認められた'

肥満小児は正常体重の小児より
100%

も lgG抗体価が有意に高く,1gG

と CRP・1MT (内膜中膜複合体)

に強い相関がみられた川。

Mitche11 らは,偏頭痛の診断基

準を満たす167人の被験者を,反応の強い(1gGの高い)

食材を避ける群(84名)と避けない群(83名)に振り分

けて比較検討した゜ 12週後,反応の強い食材を避けた

頻度の多い潜在性食物アレルギー(レベルV~硫)図4

強い反応が出た場合は,3~6力月,原因となる食物

を完全に断つことで多くは反応が低下する。

の新たな食物に対する反応を防ぐために,摂取する食物
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除去食群では,頭痛のない日が有意に増加した。同様の

効果は, Aゆayらの二重盲検無作為クロスオーバー試験

でも報告されている6

除去食と同時に.生活習慣全体を見直し,腸内環境を

少しでも改善することが重要である

【症例 1】

4歳女児

主訴:長期間続く咳嫩

既往歴:特になし

アレルギー歴恨り時型):ハウスダスト,ブタクサ,ピー

ナッツ

経過:上記主訴のため近医受診し,咳ぜんそくの診断

鎮咳薬・去疾剤・抗アレルギー薬を処方されたが,夜問

の咳が改善しなかった原因として潜在性食物アレル

ギーの可能性を知り,20Ⅱ年8月H日に検査施行卵,

乳製品,小麦に強い反応がみられた(図5A)

9月2日に除去食を開始,2週問後には症状は改善し,

就寝時もほとんど咳をしなくなり,12月上旬には鎮咳薬,

去疾剤を中止,2月中旬には気管支ぜんそく治療剤も中

止したが,症状の再燃もなく安定している除去食開始

6力月後の2012年3月20日に行った食物アレルギーの結

果を図5Bに示す。初回検査時に強い反応のみられた卵,

乳製品.小麦に対する反応は低下していた。この結果に

基づき,週1回より卵.乳製品,小麦の摂取を再開した

が,今のところ咳症状はみられていない

もともとアレルギー体質であり,ピーナッツには且部寺

型のアレルギーも認められていたが,卵,乳製品,小麦

には艮卵寺型のアレルギーがなかったため,食生活におい

て特に摂取制限はしていなかった普段好んで食ベてい

る食品に卵や小麦粉が含まれているものが多く,また4

歳ということもあり.両親のサポートが非常に効果的で

あった。

ぜんそくやアトピー性皮膚炎ではlgEが上昇してい

ることが多いが,1gEが低値でも,このケースのように

特定の食物に対するlgG高値が比較的多くみられると

いわれてぃる。また.長部寺型と潜在性のどちらももって

いるケースも少なくない。

【症例2】

32歳女性

自覚症状:朝の目覚めが悪い,Π中ずっと眠い,落ち込

みやすぃ,仕事.が手につかない,疲れやすい,口唇へル

ペスがよく出る,アトピー性皮眉炎

食生活:健康に対する意識は高く,外食はあまりせず自

炊をしてぃた食事のバランスや栄養価という点で食生

活には自信をもっていた。しかし,卵を 1日2~3個食

べる,牛乳,チーズ,ヨーグルトも意識して習慣的に摂

取するなど偏りもあった。

経過:多彩な自覚症状の精査として,2010年4月21日に

潜在性食物アレルギー検査を受けた卵,乳製品をはじ

め多くの食物に強い反応がみられた(図6A)。

この結果をもとに,卵,乳製品,ケーキ,アイスクリー

ムなど反応が強い食物を徹底的に除去した。一方, "ヘミー

グルを食ベることが習慣となり毎日摂るようになった

除去食取り組み開始後10日で,日中の眠気が全くなくな

り朝の覚醒も良好となった 3力月後にはアトピー性皮

膚炎の症状も全く消失していた 6力月後の2010年Ⅱ月

1日の検査では,徹底して除去した卵の反応は著明に低

下したが,小麦はむしろ上昇していた(図6B)卵,

乳製品は徹底して除去できていたが,知らず知らずべー

グルを食ベる習慣がついていたことが小麦に対する反応

の原因と考えられた

その後は,食品のつなぎとしての卵は時々食ベる程度

で,乳製品はほほ完全に除去した。乳製品の代わりに乳

酸菌を含む植物性発酵食品を食事に取り入れ,乳酸菌の

サプリメントの摂取を開始し,ベーグルやパンは極力食

べないようにした 1年半後の2012年6月19日には,反

応の強かった小麦や乳製品を含むほとんどの食物に対す

る反応が低下していた(図6C)睡眠の質は良好で,

毎年冬に悪化していたアトピー性皮膚炎は全く出なく

なっている

090(606)アンチ・エイジンク医学一日本抗加齡医学会雑誌

上述のように,潜在性食物アレルギーの対処法は.

特別な治療を必要とするわけではなく,基本的にはlgG

潜在性食物アレルギーか

陽性者に対するアプローチ
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図5.症伊」1:4歳,女児

A :除去食前(20Ⅱ年8月H日)
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レベルの高い食物を避け除去するだけなので非常に単純

であるしかし,原因となる食物は,好物で毎日のよう

に食ベているものや,健康目的などで習慣的に摂取して
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B :除去食後 2012年3月20日
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いる食物に多いため,除去するのは非常に困難である

医療現場では生活習慣に対するアプローチとして,さ

まざまなスタイルの指導や教育が行われている医療現
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図6C.症例2:32歳女性

C :除去食後(2012年6月19印
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場の特徴として,病気などの専門知識を伝える,治療に

あたって守る必要のある行動などを伝達する場面が多

く,いわゆる教育やアドバイスというスタイルをとるこ

とが多い。

教育やアドバイスには,情報が端的に伝わる,ルール

の徹底がしゃすいというよい側面があるので,病状を正

しく伝えて理解してもらう,禁止事項を守ってもらう場

面では非常に機能する。実際,潜在性食物アレルギーで

も,正しい医学的知識,潜在性食物アレルギーに対する

理解,除去食のベネフィット,行わないことで生じるり

スクの説明などの教育に加え,結果に基づいた食生活に

対するアドバイスを行うつまり,アレルギーだけでな

く,総合的に栄養バランスの改善を目指すことが重要で

あるたとえば,卵や乳製品はタンパク質やカルシウム
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源であり,これらを避けることによりタンパク質やカル

シウム不足のりスクもあるそのための代替食などの知

識、必要となる。

しかし,病状や症状の改善,予防のために新しい行動

を生み出し,習慣化してそれを継続,定着させるために

は,指示命令のような一方的な関わりゃ指導では限界が

あるそこで,自ら行動変容を起こすためにコーチング

を栄養指導に取り入れることが重要であると考える

我々のクリニックでは,本人の同意と倫理委員会の承

認を受けた上で,潜在性食物アレルギー検査を受けた健

常者のうち,卵と乳製品に対して強い反応を示した52名

をコーチング介入群と非介入群に振り分け,原因食物の

除去の達成率,1gG低下率, QOL などについて比較検

討したその結果,原因食物を避けることに対する達成



率はコーチング介入群のほうが有意に高かった

コーチングは,潜在性食物アレルギーに限ったことで

はなく,生活習慣に変化を求められるあらゆる場面で有

効である。医療における対患者コーチングは米国では10

年以上前から取り組まれており,肥満'心疾患糖

尿病患者0,運動習慣などの生活習慣のみならず,癌の

疾痛W 認、知症"に対してコーチングの効果が報告され

ており,医療費削減にもっながることが示唆されている

おわりに

IgGレベルが高い要因をすべてアレルギーと定義する
ことには議論の余地があるが,1gGが高レベルであると

きに,その食材を避けることでさまざまな病態による症

状力漣呈減してぃることは多く報告されている健康によ

いとされるものでも,毎日同じものを摂り続けることが,

かえって心身の不調の原因となることは,食事のバラン

スが重要であることの裏返しでもある

思いもよらない症状が潜在性フードアレルギーで起き

てぃることがある通常の検査では原因のわからない自

覚症状がある,アレルギー症状がある,妊娠中あるいは

妊娠を考えてぃる,,慢性的な皮膚症状や胃腸症状があ

る,精神的な不調があるようなときには,潜在性食物ア

レルギーを調ベることで解決の糸口がみっかる可能性が

あり,ぜひ考慮に入れていただきたい検査である
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